
7月はごみ減量推進月間です。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
環境省が全国の自治体の平成 27年度のごみ（一般廃棄物）処理の実態調査の結果を発表し、

『信州、２年連続「ごみ最少」』という見出しが新聞に載りました（4月 14日付）。 
長野県民１人が１日に出したごみの量（836ｇ）は平均（939g）を大きく下回り、全国で最

少だったのです。 
さて、飯山市はどうだったのでしょうか？ 
827ｇと県内の平均を下回ったものの、19市中では 13位でした（県下 59位、北信３位）。 
この量は、ごみの総排出量を定住人口で割って算出した数値です。このため、当市などの観光

地は１人当たりの排出量が多くなる傾向にあります。 
 県内平均より少ないとはいえ、エコパーク寒川と最終処分場への負荷を減らし、施設をより長
く使用するため、引き続き「ごみ減量」への協力をお願いしたいと考えています。 
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各家庭から出される「もえるごみ」で重量が多いのは「生ごみ」と「古紙」です 
 
１「生ごみ（調理くず、残飯）」 
野菜は水分量が多いため重量がかさむだけでなく、焼却の際に多くのエネルギーを必要とし

ます。そのため「家庭で堆肥化するなど自家処理」をお願いします。 
当市には「生ごみ処理機」購入費の補助制度がありますので、ご活用ください 
①コンポスト容器  5,000円以上の製品が対象／２分の１以内／上限  5,000円 
②電 動 処 理 機 10,000円以上の製品が対象／２分の１以内／上限 20,000円 
ご家庭での堆肥化が困難な場合は、水気（みずけ）を切ってから出すようにしてください。 

 
２「古紙」 
分別すればリサイクルできる古紙が「もえるごみ」として出されていることがあります。新

聞や雑誌、段ボールだけではなく、ほとんどの古紙（チラシ、空き箱、包装紙、封筒など）は
リサイクルできますので、分別収集への協力をお願いします。 
住所など個人情報が記載されている場合は、塗りつぶすかその部分を切り取ってください。 
 
＜ 資源物として回収できない古紙 ＞ 

  小さい紙（名刺より小さいもの）、加工されている紙、感熱紙 
 汚れやにおいのついた紙（石鹸や線香などの包装紙）、シュレッダーにかけて細かくなった紙 
※ これらは「もえるごみ」として出してください。 
  ●お問い合わせ●  市役所 市民環境課 生活環境係 電話６２－３１１１（内線１９１） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 資源物日曜回収 
・ 回収日時 … 7月 30日（日）午前 8時 30分～午前 11時 30分 
・ 場  所 … 飯山市役所 正面駐車場ほか 
・ 回収する資源物 
古紙、ペットボトル、ガラスびん、古着、廃食用油、使用済み小型家電 

 
２ エコパーク寒川 休日開業日 

8月 11日（祝・金）午前 9時～12時、午後 1時～４時 30分 
※ ごみステーションで収集できない粗大ごみ等を持ち込んで処分することができます 

 
○ スキーの板 
「粗大ごみ」 ※エコパーク寒川に持ち込んでください 
 

○ 炭（バーベキュー等で使い終わったもの） 
「もえないごみ」 ※消火を確認し、袋に入れて「炭」と明記してください 

 
○ 猫砂・ペット砂（木・パルプなど「もえるごみで捨てられる」と記載あるもの） 
「もえるごみ」 ※少量ずつ出してください 

 
○ 苗用ポット「もえるごみ」 
 
○ 果実酒や梅酒用のびん（広口）「ガラスびん」 
 
『飯山市ごみ・資源物分別ガイドブック（29年 3月発行）』を各ご家庭に配布させていただ
いています。冊子掲載の「分別方法さくいん表」に記載ないものもありますので、不明な点
は市役所生活環境係までお問い合わせください。（電話 62‐3111 内線 191・192） 

宴会の開始から３０分は自分の席で料理を楽しみ、終了前の１０分になると幹事らの呼び掛け
で自席に戻り残った料理を食べることに集中する運動が「30・10運動」です。 
 宴会での食べ残しは、そのまま「もえるごみ」として処理されます。「30・10運動」はこのよ
うな食品ロス（食べられるのに捨てられてしまう食品）の大幅削減につながるため、全国各地で
実施されるようになりました。 
夏本番を迎え、気温が高くなると、料理の持ち帰りは食中毒の心配が高まります。 
懇親会や食事会では、「30・10運動」への参加・協力をお願いします。 
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